
  

避難所で一緒に過ごすこと 

同行避難した後に避難所でも同じ場所で過ごせる 

  

同行避難 
ペットと一緒に避難すること 

あくまで避難所まで一緒に行くこと 

避難先でペットと飼い主は別々の場所で過ごすことになる 

（例）建物の軒下、自転車置き場、運動場 など 

 

同伴避難 

知る 備える 想像する 

現時点ではほとんどの避難所が同行避難のみとなっています。 

アレルギーやにおい、スペースの問題で同伴避難が難しいのが現状です。 

 

自分自身を守るためにも、大切な家族を守るためにも 

防災についてしっかり勉強して災害への備えを始めよう！ 

 



 

  

人とわんこの防災リュックを用意しておこう！ 

家の中の危険をなくそう！ 

家の中に倒れてきそうな物や落ちてきそうな物はない？ 

地震の大きな揺れによって重たい家具でも動くことがあります。 

家具の固定をして対策しておこう！ 

わんこと練習しておこう！ 

災害が起きた時、急にクレートに入れられたり歩いたことのない道を通ったりすると 

わんこは慣れないことにびっくりしてストレスを感じてしまいます。 

普段からハウスに入る練習をしたり、避難所までの道を散歩したりして 

慣らしてあげよう！わんこのペースに合わせて練習してあげてね。 

 

（例）ハウスの練習 色々な道を歩く練習 服を着る練習 など 

事前に用意しておかないと災害が起きたときにすぐに避難出来ません。 

わんこの支援物資は人の物より届くのが遅いのでしっかり準備しておこう！ 

別紙のリストを参考にしてね！ 

ハザードマップを確認しよう！ 

ハザードマップとは災害が発生したときに危険と 

思われる場所や避難所が書かれている地図のこと 

洪水や土砂など災害別に色分けされている 

 

災害が起きたときにすぐに避難出来るように 

自分の地域のハザードマップを確認して 

危険な場所や避難所をチェックしておこう！ 



 

  

準備物 補足 

□ 非常食 
１人あたり 3 食分あると○ 

水で調理できる物、そのまま食べられるものが良い                        

□ 水 
1 人分の目安は 2，3L だが重くなってしまうため 

子どもの場合は 500 ㎖ 2 本ほどで○                      

□ 簡易トイレ １人あたり 5 回分は用意しておく 

□ 懐中電灯 
立たせたり持ったりできる 2way タイプがおすすめ 

電池は抜いて別で入れておこう 

□ 食器類 
小さくできるコンパクトな物だと便利 もしくは使い捨ての物 

ラップを巻いて使用すると洗う手間が省け節水に○                      

□ アルミシート 防寒として 毛布代わりになる コンパクトで持ち運びやすい○ 

□ カッパ 
雨の時はもちろん、トイレの際に目隠しとして活用できる 

不透明なものを選ぶと○ 

□ 寝るグッズ エア枕、アイマスク、耳栓など 

□ ビニール袋 ゴミ袋に使用 消臭効果のあるもの                        

□ スリッパ 
避難所で過ごすときや靴を持ち出せなかったときの靴代わりに活用 

強度は劣るが折りたためる物だと○ 

□ 歯磨きセット 歯ブラシ、歯磨き粉、マウスウォッシュなど 

□ 着替え 特に下着や靴下 

□ 笛 防犯ブザーや笛など人を呼べるもの 

□ おもちゃ 避難所での暇つぶし、ストレス解消 トランプ・UNO など 

□ 衛生用品 ウェットティッシュ、マスク、ハンカチ、ティッシュなど 

□ 常備薬 飲んでいる薬があれば用意しておこう（塗り薬なども） 

□ 救急セット 絆創膏や消毒、包帯など 

□ 情報カード 自分の情報、家族の連絡先を記入 写真も入れておくと○ 

自分の中で優先順位をつけて必要な物をリュックに詰めよう！ 



おうちの子の犬種や大きさ、性格に合わせて用意しよう！ 

                                                                                            

 

準備物 補足 

□ ケージ（キャリー） 
クレートやキャリーはハードタイプが望ましい                        

※避難場所はスペースがなく積み重ねられる場合があるため      

□ 水 １日に必要な水分量（１kg×５０ml）持ち運べる量で用意する 

□ フード 
最低 3 日から１週間分は必要                        

※小分けになっている未開封のフードが使いやすい 

□ おやつやパウチ 
いつもと環境が変わると食べない子もいるのでパウチや缶詰、 

おやつなど嗜好性の高い物も用意しておくと○ 

□ 首輪   

□ ハーネス    

□ リード 

災害時にはパニックで逃走してしまうことも 

ダブルリードが安心 

首輪には迷子札をつける 

□ 食器（タッパー） 小さくできるコンパクトな物だと便利   ※タッパーで代用可能     

□ 常備薬       

□ 外部寄生虫対策 

持病がある子は常備薬を 

寄生虫対策はたくさんの動物が集まることを想定して備える 

□ 証明書 
狂犬病・混合ワクチンの接種証明書                   

※携帯に写真で保存したり、コピーしたりしておくと◎ 

□ 健康手帳 
緊急連絡先の住所、飼い主の情報、ペットの情報等を記載したもの      

※写真をつけておく 

□ ビニール袋 ウンチ袋、ゴミ袋に使用 消臭効果のあるものを選ぶ  

□ ペットシーツ 
薄めの大きいタイプを５枚以上                     

※犬種に合わせた物を用意する 

□ タオル・マット いつも使用しているニオイ付きのタオル 

□ お手入れグッズ ブラッシング用品、歯磨きガムなど 

□ 犬服 抜け毛防止や防寒対策として（慣らしておく必要あり） 

□ おもちゃ ストレス解消  


